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単元名

おいでよ 土っこランド

単元目標 ・ つけたい力

園児を招待し、あそびを通して、体験したことを伝える。
「えんのみんなにたのしんでもらうためにはどうしたらよいだろうか。」

単元設定の理由・背景

・校外学習で体験したことを、遊びの形で表現する力を育てる。 ・会を成功させ、「できた」という達成感を味わわせる。
・年下の園児と触れ合うことで、自分自身の成長への気付きにつなげる。 ・四季の自然の特徴に気付き、良さを実感させることができる。
・グループごとに地域の方にアドバイザーとして入って頂き、学習活動を行う。

時 活動内容 学習のポイント 学習財・在・材（地域人材含む） カリマネ

１
～
３

校外学習で見たことや聞いたこと、集めた自然物を使って、あそび
を考え、作る。

・東武動物公園、サツマイモの栽培、公園探検という学習活動を通して体験
してきたことを園児に伝えるために、どのようなあそびがよいか考える。
・どんぐり、おちばなどの自然物でクイズブックやおもちゃ、ゲームなどを作
る。（保護者サポーター）

４
・
５

・「土っこランド①」を開催する。
学年で自分たちがお客さんになって楽しむ。
・「土っこランド①」の反省と「土っこランド②」の計画を立てる。

・自分たちがやってみて、よかったところや改善点を話し合い、次回にがんば
るところをグループごとに共有する。※活動を通してグループごとに地域の
方にアドバイザーとして参加していただく。

６
・
７

「土っこランド②」を開催する。
保護者に向けて開催し、意見をもらう。
・「土っ子ランド②」の反省と「土っ子ランド③」の計画を立てる。

・「土っこランド②」を保護者に向けて開催し、保護者の方から良かった点と
改善点を付箋に書いてもらう。それをもとに、自分たちはどうしたらよいか考
え「土っこランド③」の計画を立てる。（保護者）

８ 園児を招待して、「土っこランド③」を開催する。 ・２回の「土っこランド」での、反省や経験を踏まえ、園児に遊びを通して、学
習したことを伝える。（保護者サポーター）

９ 「土っこランド」のふりかえりを行う。 ・学んだことを、「土っこランド」を通して伝えることができたか、自分の成長
を感じることができたかを振り返る。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準

①約束やルールを守って、友達と関わって遊
ぶ楽しさや友達のよさや自分との違いに気
付いている。②園児に上手に接することので
きるようになった自分の成長に気付いている。

①みんなで楽しむことのできる約束やルール
などを考え、遊びを作り出している。
②園児の立場になって考え、遊びの準備をし
たり、プレゼントを作ったりしている。

①思いや願いを持って、遊びやその日に使う物を
粘り強く作ろうとしている。
②園児と一緒に楽しく遊ぼうとしている。




